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〈

人

物

表

〉

 

佐
久
間 

隼
人 

（
３
２
）
不
動
産
営
業
マ
ン 

小
森 
誠
二 

 

（
５
４
）
バ
ス
ジ
ャ
ッ
ク
犯 

井
上 

太
陽 

 

（
４
０
）
バ
ス
運
転
手 

 

依
田 

み
な
み 

（
２
８
）
健
診
帰
り
の
妊
婦 

戸
高 

悠 
 

（
１
７
）
寝
坊
し
た
高
校
生 

小
沢 

浩
一
郎 

（
８
０
）
病
院
帰
り
の
老
人 

小
沢 

祥
子 

 

（
７
９
）
浩
一
郎
の
妻 
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１
． 

高
速
道
路
（
昼
） 

事
故
に
よ
り
２
０
キ
ロ
ほ
ど
渋
滞
し
て
い
る
。 

 
２
． 

バ
ス
・
外
観
（
昼
） 小

型
の
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
バ
ス
。
※
文
京
区
の
「
Ｂ―

ぐ
る
バ

ス
」
の
イ
メ
ー
ジ 

イ
ン
タ
ー
チ
ェ
ン
ジ
に
近
い
道
を
走
っ
て
い
る
。 

バ
ス
停
に
近
づ
く
が
、
減
速
せ
ず
通
過
。 

 

３
． 

バ
ス
停
（
昼
） 

イ
ン
タ
ー
チ
ェ
ン
ジ
前
の
バ
ス
停
。 

バ
ス
の
通
過
に
待
っ
て
い
た
人
間
が
驚
く
。 

バ
ス
は
そ
の
ま
ま
イ
ン
タ
ー
チ
ェ
ン
ジ
へ
。 

 

４
． 

イ
ン
タ
ー
チ
ェ
ン
ジ
（
昼
） 

バ
ス
が
Ｅ
Ｔ
Ｃ
を
通
り
、
高
速
へ
入
る
。 

電
光
掲
示
板
に
は
「
■
■
Ｉ
Ｃ 
事
故
２
０
Ｋ
ｍ
渋
滞
」
と

表
示
さ
れ
て
い
る
。 

 

５
． 

バ
ス
・
車
内
（
昼
） 前

乗
り
乗
車
の
バ
ス
。
座
席
は
井
上
側
に
一
人
掛
け
が
５
席

並
び
、
反
対
側
に
も
一
人
掛
け
が
２
席
並
ぶ
。
最
後
尾
に
三

人
掛
け
の
シ
ー
ト
が
あ
る
。 

乗
客
は
５
人
。
み
な
両
手
を
挙
げ
て
い
る
。 

運
転
席
の
真
後
ろ
に
佐
久
間
隼
人
（
３
２
）
が
座
っ
て
い
る
。 

緊
張
し
た
面
持
ち
で
、
ゆ
っ
く
り
と
後
ろ
を
見
る
。 

す
ぐ
後
ろ
の
席
で
、
マ
タ
ニ
テ
ィ
マ
ー
ク
を
つ
け
た
依
田
み

な
み
（
２
８
）
が
青
白
い
顔
を
し
て
い
る
。 

反
対
側
の
席
で
は
、
小
沢
浩
一
郎
（
８
０
）
と
小
沢
祥
子
（

７
９
）
が
並
ん
で
お
り
、
や
は
り
緊
張
し
た
様
子
。 

最
後
尾
シ
ー
ト
の
端
に
は
、
制
服
姿
の
戸
高
悠
（
１
７

）。 

小
森 

「
後
ろ
見
ん
じ
ゃ
ね
ぇ
」 

隼
人
、
慌
て
て
正
面
を
向
く
。 

小
森
誠
二
（
５
４
）
が
、
井
上
・
井
上
太
陽
（
４
０
）
に
血



 2 

の
付
い
た
刺
身
包
丁
を
突
き
付
け
て
い
る
。 

井
上
は
腕
を
切
り
つ
け
ら
れ
て
お
り
、
片
腕
で
運
転
し
て
い

る
。
何
度
と
な
く
緊
急
ボ
タ
ン
を
見
る
が
、
ハ
ン
ド
ル
か
ら

手
を
離
す
わ
け
に
も
い
か
な
い
状
態
。 

小
森
、
隼
人
を
睨
む
。 

が
、
す
ぐ
後
ろ
の
み
な
み
の
ス
マ
ホ
シ
ョ
ル
ダ
ー
に
気
づ
き
、 

小
森 

「
女
、
こ
っ
ち
に
ケ
ー
タ
イ
持
っ
て
こ
い
」 

み
な
み
が
ヒ
ュ
ッ
と
息
を
の
む
。 

小
森 

「
早
く
し
ろ
！
」 

み
な
み
「
（
ど
も
り
な
が
ら
）
す
み
ま
せ
ん
」 

ス
マ
ホ
シ
ョ
ル
ダ
ー
を
取
り
、
立
ち
上
が
ろ
う
と
す
る
が
腰

が
抜
け
て
動
け
な
い
。 

小
森
、
舌
打
ち
を
し
、
隼
人
を
指
さ
す
。 

小
森 

「
お
前
が
貰
え
」 

隼
人
、
後
ろ
を
向
き
、
み
な
み
か
ら
ス
マ
ホ
を
貰
う
。 

そ
の
ま
ま
小
森
に
差
し
出
す
。 

小
森 

「
お
前
の
と
、
他
の
奴
の
も
」 

隼
人
、
自
分
の
ス
マ
ホ
を
取
り
出
し
、
渡
し
て
い
い
も
の
か

と
迷
う
。
が
、
し
ぶ
し
ぶ
渡
す
。 

立
ち
上
が
り
、
小
沢
夫
妻
に
ゆ
っ
く
り
と
近
寄
る
。 

で
き
る
だ
け
優
し
い
声
色
を
作
り
、 

隼
人 

「
携
帯
、
持
っ
て
ま
す
か
」 

浩
一
郎
、
祥
子
に
向
か
っ
て
、 

浩
一
郎
「
出
し
な
さ
い
」 

祥
子
、
鞄
を
開
け
、
ガ
ラ
ケ
ー
を
２
台
取
り
出
す
。 

隼
人
、
そ
れ
を
受
け
取
る
。 

最
後
尾
の
戸
高
の
元
に
行
こ
う
と
す
る
が
、 

小
森 

「
ガ
キ
は
自
分
で
持
っ
て
こ
い
。
ん
で
こ
っ
ち
に
座
れ
」 

と
小
森
に
止
め
ら
れ
る
。 

隼
人
、
戸
高
と
目
を
合
わ
せ
、
頷
く
。 

戸
高
、
ス
マ
ホ
を
出
そ
う
と
し
、
落
と
す
。 

段
差
に
当
た
り
、
降
車
口
の
前
へ
。 

戸
高
の
ス
マ
ホ
が
大
音
量
で
鳴
る
。
軽
快
な
音
楽
が
響
く
。 

隼
人
、
戸
高
の
ス
マ
ホ
を
拾
う
。 
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そ
れ
と
同
時
に
戸
高
が
腰
を
あ
げ
る
。 

小
森 

「
動
く
な
！
」 

全
員
が
静
止
す
る
。 

音
楽
は
鳴
り
続
け
て
い
る
。 

小
森 

「
い
つ
留
守
電
に
な
ん
だ
よ
」 

戸
高 

「
あ
の
、
電
話
じ
ゃ
な
い…

…

で
す
。
ア
ラ
ー
ム
で
す
」 

祥
子 

「
そ
ん
な
っ
」 

小
森
、
祥
子
を
睨
む
。 

そ
し
て
、
隼
人
に
命
じ
る
。 

小
森 

「
見
せ
ろ
」 

隼
人
、
緊
張
し
な
が
ら
ス
マ
ホ
を
見
る
。 

残
念
そ
う
な
表
情
を
浮
か
べ
る
。 

そ
の
ま
ま
小
森
に
画
面
を
見
せ
る
。 

ア
ラ
ー
ム
の
画
面
で
あ
る
。 

小
森 

「
消
せ
」 隼

人
、
操
作
し
、
音
楽
が
止
ま
る
。 

み
な
み
、
小
沢
夫
妻
は
落
胆
し
て
い
る
。 

小
森
、
隼
人
か
ら
携
帯
を
受
け
取
る
。 

全
員
に
言
い
聞
か
せ
る
よ
う
に
、 

小
森 

「
変
な
こ
と
し
よ
う
と
し
た
ら
、
井
上
か
ら
殺
す
」 

包
丁
を
井
上
の
首
に
軽
く
押
し
込
む
。 

小
森 

「
す
ご
い
事
故
に
な
る
ん
じ
ゃ
ね
ぇ
か
？
」 

血
が
一
筋
流
れ
る
。 

隼
人
、
ご
く
り
と
唾
を
飲
み
込
む
。 

 

６
． 

高
速
道
路
（
昼
） 

空
い
て
お
ら
ず
、
等
間
隔
で
車
が
走
行
し
て
い
る
。 

そ
の
中
に
は
隼
人
ら
が
乗
っ
て
い
る
バ
ス
も
あ
る
。 

 

７
． 

バ
ス
・
車
内
・
運
転
席
（
昼
） 

井
上
、
渋
滞
表
示
板
に
気
づ
く
。 

「
こ
の
先
渋
滞
２
０
Ｋ
ｍ 

２
時
間
以
上
」
と
出
て
い
る
。 

緊
急
ボ
タ
ン
と
動
か
な
い
腕
を
交
互
に
見
る
。 

ハ
ン
ド
ル
を
き
つ
く
握
る
。
覚
悟
を
決
め
た
よ
う
に
。 
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８
． 

バ
ス
・
車
内
（
昼
） 小

森
は
背
を
向
け
て
い
る
た
め
表
示
板
に
気
づ
か
な
い
。 

運
賃
箱
に
寄
り
か
か
り
、
乗
客
に
目
を
向
け
な
が
ら
も
井
上

に
包
丁
を
突
き
付
け
て
い
る
。 

人
質
ら
を
な
め
て
お
り
、
緊
張
感
が
な
い
。 

 

９
． 

高
速
道
路
（
昼
） 

バ
ス
か
ら
１
０
Ｋ
ｍ
先
、
渋
滞
の
列
。 

 

１
０
． 

バ
ス
・
車
内
・
運
転
席
（
昼
） 

井
上
の
足
が
ブ
レ
ー
キ
を
踏
む
。 

速
度
が
徐
々
に
落
ち
て
い
く
。 

 

１
１
． 

バ
ス
・
車
内
（
昼
） 隼

人
、
窓
の
外
を
見
る
。 

流
れ
る
景
色
が
、
遅
く
な
っ
て
い
く
こ
と
に
気
づ
く
。 

小
森
、
腰
を
叩
く
。
捻
っ
て
軽
く
ス
ト
レ
ッ
チ
を
す
る
。 

包
丁
が
井
上
か
ら
少
し
離
れ
る
。 

井
上
、
そ
れ
を
見
て
思
い
っ
き
り
ブ
レ
ー
キ
を
踏
む
。 

急
ブ
レ
ー
キ
が
か
か
る
。 

バ
ス
後
方
に
車
が
ぶ
つ
か
る
衝
撃
。 

小
森
、
フ
ロ
ン
ト
ガ
ラ
ス
に
ぶ
つ
か
る
。 

包
丁
が
隼
人
の
横
に
落
ち
る
。 

隼
人
、
す
か
さ
ず
包
丁
を
後
ろ
に
蹴
と
ば
す
。 

隼
人 

「
拾
っ
て
！
」 

包
丁
が
段
差
に
ぶ
つ
か
る
。 

戸
高
、
急
い
で
包
丁
を
拾
う
。 

小
森
が
立
ち
上
が
る
。 

井
上
の
手
が
緊
急
ボ
タ
ン
の
上
に
あ
る
こ
と
に
気
づ
く
。 

小
森 

「
て
め
ぇ
！
」 

殴
り
か
か
ろ
う
と
身
を
乗
り
出
す
。 

し
か
し
、
隼
人
が
小
森
を
羽
交
い
絞
め
に
す
る
。 

隼
人 

「
も
う
や
め
ろ
！
」 
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小
森
、
足
で
隼
人
を
押
し
の
け
よ
う
と
も
が
く
。 

隼
人
、
更
に
力
を
込
め
て
離
れ
な
い
。 

小
森
が
後
頭
部
で
頭
突
き
す
る
。 

隼
人
、
よ
ろ
け
、
腕
の
力
が
弱
ま
る
。 

小
森
、
振
り
向
い
て
隼
人
の
頬
を
殴
る
。 

隼
人
が
倒
れ
る
。 

小
森
が
馬
乗
り
に
な
り
、
何
度
も
殴
る
。 

鈍
い
殴
打
音
が
続
く
。 

み
な
み
、
恐
怖
で
泣
き
始
め
る
。 

祥
子
も
震
え
て
身
を
小
さ
く
し
て
い
る
。 

小
森
、
満
足
げ
に
立
ち
上
が
る
。 

戸
高
、
小
森
が
自
分
を
見
て
い
る
こ
と
に
怯
え
る
。 

小
森
、
一
歩
踏
み
出
す
。 

隼
人
、
小
森
の
足
を
掴
む
。 

血
だ
ら
け
の
顔
で
、
小
森
を
睨
む
。 

小
森 

「
し
つ
け
ぇ
ん
だ
よ
！ 

死
ね
！
」 

小
森
が
隼
人
を
踏
み
つ
け
る
。 

隼
人
の
う
め
き
声
。 

浩
一
郎
が
小
森
に
タ
ッ
ク
ル
す
る
。 

小
森
が
倒
れ
る
。 

隼
人
、
小
森
を
抱
き
し
め
る
よ
う
に
し
て
離
さ
な
い
。 

戸
高
、
包
丁
を
捨
て
、
小
森
の
上
に
覆
い
か
ぶ
さ
る
。 

浩
一
郎
も
そ
れ
に
倣
う
。 

小
森
の
怒
声
。 

隼
人
、
押
し
つ
ぶ
さ
れ
な
が
ら
堪
え
る
。 

バ
ス
の
ド
ア
が
開
く
。 

 

１
２
． 

高
速
道
路
（
昼
） 

渋
滞
列
の
目
前
。 

バ
ス
の
ボ
ン
ネ
ッ
ト
に
一
般
車
が
ぶ
つ
か
っ
て
い
る
。 

周
辺
の
ド
ラ
イ
バ
ー
が
車
か
ら
降
り
て
集
ま
っ
て
い
る
。 

数
人
が
慌
て
た
よ
う
に
バ
ス
に
入
っ
て
い
く
。 

遠
く
か
ら
パ
ト
カ
ー
が
近
づ
い
て
く
る
。 

 
 

 
 

 
 
 

 
 

 
 

 
 
 

 
 

 
 

 

お
わ
り 


